
転倒・腰痛災害発生状況
について

神奈川労働局労働基準部安全課・健康課

（令和６年10月）

本日の内容

１．労働災害の現状
２．転倒・腰痛災害の発生状況
３．災害防止の取組



１ 労働災害の現状

神奈川8,002

全国135,371
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死傷災害の推移（全国、神奈川）
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（労働者死傷病報告による（新型コロナウイルス関連は除く） ）

令和5年確定値



直近10年間の死傷災害発生件数（全国、神奈川）（全国） （神奈川）
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（労働者死傷病報告による（新型コロナウイルス関連は除く） ）

２ 転倒・腰痛災害の発生状況



死傷者数
135,371人

転倒, 36058, 

27%

動作の反動、無

理な動作, 22053, 
16%

墜落、転落, 
20758, 15%

はさまれ、巻き込

まれ, 13928, 10%

交通事故, 6957, 
5%

切れ・こすれ, 
7598, 6%

激突, 6925, 5%

その他, 21094, 
16%

令和５年の全国の事故の型別死傷災害

（労働者死傷病報告による（新型コ
ロナウイルス関連は除く） ）

腰痛はここに区分
されます。

1/4超

死傷者数
8,002人

転倒, 1889, 

24%

動作の反動、無

理な動作, 1672, 
21%

墜落、転落, 1259, 
16%

はさまれ、巻き込

まれ, 677, 8%

交通事故, 415, 
5%

切れ、こすれ, 
391, 5%

激突, 407, 5%

その他, 1292, 
16%

令和５年の神奈川の事故の型別死傷災害

腰痛はここに区分
されます。

（労働者死傷病報告による（新型コ
ロナウイルス関連は除く） ）



商業, 389, 
21%

保健衛生業, 386, 20%

製造業, 202, 11%運輸交通業, 188, 10%

接客娯楽業, 
178, 9%

清掃・と畜業, 
136, 7%

建設業, 78, 4%

貨物取扱業, 71, 4%

その他, 261, 
14%

転倒による
死傷者数
1,889人

令和５年の業種別「転倒災害」発生状況（神奈川）

（労働者死傷病報告による（新型コ
ロナウイルス関連は除く） ）
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令和５年の転倒災害の年齢別・男女別発生状況

（神奈川）

男性 女性

５０歳以上は女性が多い

（労働者死傷病報告による（新型コ
ロナウイルス関連は除く） ）

50歳以上の女

性の７割が骨折
しています



つまずき, 

37.8％

滑り, 31.8％

その他, 

30.4％

（R３労働者死傷病報告による ）

つまずきのうち
27％（全体では
10％）が「何もな

いところでつま
ずいて転倒、足
がもつれて転
倒」している。

転倒災害の類型（令和３年 全国 厚生労働省まとめ）

保健衛生業, 519, 31%

商業, 281, 17%

運輸交通業, 
231, 14%

製造業, 148, 9%

接客娯楽業, 96, 6%

清掃・と畜業, 78, 5%

建設業, 72, 4%

貨物取扱業, 61, 3%

その他, 186, 
11%

「動作の反
動・無理な
動作」によ
る死傷者数
1,672人

令和５年の業種別「動作の反動・無理な動作」災害発生状況（神奈川）

（労働者死傷病報告による（新型コ
ロナウイルス関連は除く） ）



神奈川における業務上疾病（腰痛）発生状況

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和5年

腰痛以外の疾病による死傷者数 154 177 132 158 220

腰痛による死傷者数 462 536 600 570 441

腰痛が占める割合(%) 75 75 82 78 67
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神奈川労働局管内の
業務上疾病による休
業４日以上の死傷者
数（※新型コロナウイルス

感染症を除く）は、年間
600人程発生し、うち
８割程度が腰痛です。
ただし、腰痛に関

しては２年連続減少
しており、令和５年
には、４年ぶりに500
人を下回りました。

労働災害（転倒・腰痛）発生状況のまとめ

・近年、死傷災害が 増加傾向 にある。

・その中でも 転倒・腰痛 が増えている。

・転倒はどの業種でも発生しているが、商業（小売業）と保

健衛生業（社会福祉施設）で多い。

・転倒の被災者は 高年齢労働者 、特に女性が多く被災し、

骨折が多い。

・腰痛は保健衛生業（社会福祉施設）、商業（小売業）、

運輸交通業で多い。



３ 災害防止の取組

第１４次労働災害防止計画（計画期間 2023年度～2027年度（５か年計画））
（計画の目標）

・２０２７年までに、神奈川県内の死亡者数を２０人以下

・ ２０２７年までに、神奈川県内の死傷者数を７，４００人以下

・転倒・腰痛災害防止に関しては、

①転倒災害対策（ハード・ソフト両面からの対策）に取り組む事業場の割合を

2027年までに50%以上とする。

②卸売業・小売業/医療・福祉の事業場における正社員以外の労働者への

安全衛生教育の実施率を2027年までに80%以上とする。

という取り組みにより、作業行動に起因する労働災害（転倒・腰痛）増加に歯止めをかけ
る。

転倒災害を防止するための取組について

これらの災害を防止するため、設備の欠陥、作業靴の見直し、４Ｓ活
動、ＫＹ（危険予知）、危険の「見える化」、転倒予防教育、
転倒予防体操 などのハード面、ソフト面の取組が重要となります。



高年齢労働者対策について

もうすぐ終了ですが、
おそらく来年度も実施
されると思われます。

厚生労働省や神奈川労働局のホームページ、
職場のあんぜんサイトなどにリーフレットや動
画、好事例などが掲載されています。



参考

・10月10日は、日本転倒予防学会が制定する「転倒予防の日」です。

・厚生労働省と消費者庁は、日本転倒予防学会と協力して、「転倒予
防の日」を契機に、国民に対する転倒予防の呼びかけを行うこととし
ています。

今年度分の応募は終
了しましたが、おそらく
来年度も実施されると
思われます。

2011年大賞 口先の 元気に 足が追いつかず （埼玉県 掛川二葉）
2012年大賞 コケるのは ギャグだけにして お父さん（兵庫県 奥田明美）
2013年大賞 あがらない 年金こづかい つま先が（静岡県 石川芳裕）
2014年大賞 つまづいた むかしは恋で いま段差（長崎県 福島洋子）
2015年大賞 滑り止め つけておきたい 口と足（東京都 佐川晶子）
2017年大賞 離さない 昔は君で 今は杖（愛知県 井深 靖久）
2018年大賞 つまずきは 孫は分数 祖母段差（栃木県 青柳婦美子）
2019年大賞 クラス会 終わって杖の 探し合い（愛知県 P.Nさごじょう）
2020年大賞 密減らし 増やしたいのは 骨密度（兵庫県 田村 功）
2021年大賞 いつまでも 密と思うな 骨と愛（神奈川県 佐々木恭司）

2023年大賞 スマホより 手すりを持って 上り下り（愛媛県 のほほん）
厚生労働省特別賞 こけかけた 床見たけれど 何も無し（徳島県 羽場ゆり子）

※2016年は、受賞者の都合でご辞退。2022年は休止。

参考



アンケートにご協力をお願いいたします。

ご清聴ありがとうございました。


